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の新しい研究成果に基づく知見 図 1 瀬戸内海の海底地形（八島 194 に加筆）．数値は水深（m)
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る（近畿地方建設局， 1970 ；宮島， 1976, 1982 ；石

















4 ；八島， 194 ；太田ほか， 204 ）。北側の海釜は
最大水深 216m ，南側の海釜は最大水深 164m に達
しており，音波探査記録によれば，海底堆積物のみ
ならず，基盤岩である和泉層群も深く侵食して形成
されている（国土地理院， 19~4） 。 また，海釜の中
きょうあい
央部には，海峡方向に伸びる狭隆な中軸谷が刻まれ
ている。両海釜ともに 周辺の海底を 10 ～ 150m
も深く刻んでいる 。潮流がより強い北釜のほうが深
図2 鳴門海峡地質図（宮島， 1975 に地名を加筆）
。 150M
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れている（八島， 194 ；太田ほか， 204 ）。




が 2～ 3kn 以上の海域では，沖積層だけで
なくそれ以深の地層まで侵食され，流速が













































































下位の海成粘土層（Ma -1 ）の形成時期は MIS 37 （海

















播磨平野では，最終間氷期（MIS 5，約 12 万年前）
の海成段丘が広く分布することが知られているほ
か， MIS 7 （約 21 万年前）の海進堆積物が認定さ
れている（加藤ほか， 19 ；佐藤ほか， 19 ；松下






的な報告がある。和歌山平野では，－ 50 ～－ 60m
付近に海成粘土層の分布が知られており，大阪層群
の Mal2 層（＝MIS 5，約 12 万年前）に相当すると
見なされている（KG-NET・ 関西園地盤研究会，






































連絡が確保された後，約 8 0 年前の海面高度は
-3m まで上昇し，南九州の鬼界カルデラ起源の広
域テフラ K-Ah （鬼界アカホヤ）が西日本に降下
した 7,30 年前の海面高度は－ lm まで上昇した。





いる。それによると， 6,80 ～ 5,50 年前の海水準
は現海面－ 0.75 ～－ 1.50m 間にあったが， 5,50 ～
4,70 年前には最高海面に達し現海面付近かやや
高い位置にまで上昇した。4,70 ～ 3,80 年前には
海面がやや低下し， 3,80 ～ 320 年前には海面は
+0.5m まで上昇した O 320 ～ 250 年前には現海
面下まで低下したが 2,50 ～ 1,50 年前には現海









阿波学会紀要第 61 号（p.1-10) 2017.3 
を伴う内湾性貝類やヌマコダキガイ類などよりなる
潮間帯貝類化石の産出も知られている（辻野・中尾，











(LGM ）より古い較正 AMS （加速器質量分析法）









化石 2 点（TKPM - GFV6, TKPM - GFV1072 ）の
コラーゲン抽出を依頼したが，年代測定に用いるた
めのコラーゲンは得られなかった。瀬戸内海産ナウ













図 6 に，それぞれ示す。掘進長 82.9m のコアで，
TP （東京湾平均海面） -63.0m で基盤の和泉層群
5 
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1.4970 ～ 1.505 のレンジに収まり，町田・新井（203)
と比較すると，九州南部の姶良カルデラ起源の広域
テフラ AT （姶良 Tn ）に対比可能である。
以上のように，テフラの屈折率測定結果に基づけ
ば， AT （約 29 ,0 年前；奥野， 20 ）が降下した
最終氷期極相期前後の小鳴門海峡は，炭質物を多く
含む湿地性の堆積物が形成されていたことが判明し






















MIS 7 （約 21 万年前）まで存在することから，鳴
門海峡の成立はこれ以前にさかのぼることは確実で









付近を分水界としていたと推定されている （図 7 ; 






















































AT 降下後～現在までの間に約 40m もの堆積物が
累積した。
現在見られる海釜地形は，播磨灘に広く分布する
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3内「友ヶ島水道開通（約1. 万年前，－Slm)ノ鞍 ） 州、明石海峡開通（約0.97 万年前，－30m)~
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高海面期は 5,30 ～5,0 年前であり，このときの
海面高度は＋l～2m であった。一方，播磨灘での
















































ば，最終氷期末期にあたる約 290 年前に AT が
降下した当時，小鳴門海峡は後背湿地的な環境で
あったと考えられる。
(4 ）後氷期（約 1 万年前～現在）：最終氷期極相期
の約 2万年前に陸化していた鳴門海峡は，約 10,30
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年前には海面高度が－ 40m 付近に達した結果，紀
伊水道から鳴門海峡を通って播磨灘への海水の連絡








することで， MIS 9 以前にさかのぼる海進堆積物が
分布するかどうかを検討する必要がある。
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